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幼稚園教育要領改訂に伴う領域「健康」に関する専門的事項の
授業内容の検討について
Class contents of technicality in the field of “Health” with the revised kindergarten
instruction procedure
松 井 学 洋 ＊
Abstract
The course of technicality and teaching methods in the field of “Health” was established in the
kindergarten teacher training course in order resolve to educational issues. The purpose of this course
is to acquire the technicality and teaching method with regard to child health. We considered the class
contents of technicality in the field of “Health” based on the revised kindergarten instruction procedure
and the childcare center guidance, and developed a syllabus. We confirmed that the syllabus met the
requirements mandated by the kindergarten instruction procedure. It was necessary for the
curriculum of the technicality and teaching method in the field of “Health” to be included in the nursery
teacher training course.
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Ⅰ．はじめに
近年の社会環境の変化に伴う教育的課題に対応す
るため、2017年⚓月に学習指導要領が改訂された。
新しい幼稚園教育要領では、幼児教育が学校教育の
始まりとして位置づけられると共に、その目的が
「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」として明
確化された1)。（表⚑）幼児の幼稚園修了時の具体
的な姿が明示されたことにより、幼稚園、保育所、
幼保連携型認定こども園では、幼児教育の学びの成
果が小学校教育の基礎となることを念頭に置いた保
育が模索されている。
このような幼児教育の転換期において、教育・保
育現場を担う教員の資質能力の向上が求められてお
り2)、大学の教員養成においても、2019年⚔月より
新たな教職課程が始まることとなった。特に、幼稚
園教諭養成課程では大幅な見直しが行われ、「領域
及び保育内容の指導法に関する科目」が新たに創設
された。「領域及び保育内容の指導法に関する科目」
は、「領域に関する専門的事項」と「保育内容の指
導法（情報機器及び教材の活用を含む。）」で構成さ
れ、⚕領域の教育内容に関する専門的知識の習得
と、教育内容を指導するために必要な能力の獲得が
目標とされている。この見直しでは、旧養成課程に
おける「教科に関する科目」が「領域に関する専門
的事項」に変更されており、幼稚園教諭養成課程で
は、新しい幼稚園教育要領に基づき、小学校の教科
ではなく、幼児教育の領域に沿った専門知識の習得
が求められている。
幼稚園教育おける「領域に関する専門的事項」の
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表⚑ 幼児期の終わりまでに育って欲しい姿
⚑．健康な心と体 ⚖．思考力の芽生え
⚒．自立心 ⚗．自然との関わり・生命尊重
⚓．協同性 ⚘．数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
⚔．道徳性・規範意識の芽生え ⚙．言葉による伝え合い
⚕．社会生活との関わり 10．豊かな感性と表現
位置づけは、対象となる幼児に対して「何をどのよ
うに指導するのか」という視点で見た時の「何を」
を深める部分であると示唆されている3)。そのた
め、大学の幼稚園教諭養成課程においては、幼稚園
教育要領に示された各領域の「ねらい」と「内容」
と共に、研究的視点に基づく領域についての専門的
知識の教授が必要である。そこで、著者の研究分野
である健康教育の観点から、領域「健康」に関する
専門的事項の授業内容について検討を行った。
Ⅱ．領域「健康」のねらいと内容
領域「健康」に関する専門的事項のカリキュラム
を検討するためには、幼稚園教育要領における健康
の取り扱いを理解する必要がある。領域「健康」の
ねらい及び内容を表⚒に示す。
「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」では、
最初に「健康な心と体」が挙げられており、「幼稚
園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいこと
に向かって心と体を十分に働かせ、見通しをもって
行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すように
なる」という幼稚園修了時の具体的な姿が記載され
ている1)。領域「健康」の目標である「健康な心と
体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を
養う」は、上記の「健康な心と体」と関連する内容
となっている。
また、ねらいにおいては、主体的な行動に伴う達
成感や充実感、遊びを通した積極的な身体活動、基
本的な生活習慣と安全行動の獲得の重要性が示唆さ
れており、日々の保育の指針となっている。内容で
は、さらに具体的に10項目が挙げられており、乳幼
児の生活環境の変化に伴う運動能力の低下、食生活
の変化、生活リズムの乱れ等の様々な健康課題が反
映されている。
幼児期の運動については、成人期の生活習慣病の
予防だけでなく、意欲的な心の育成、身体機能、社
会適応力、認知能力の発達を促すことが指摘されて
いる4)。一方、文部科学省が2011年に公表した「体
力向上の基礎を培うための幼児期における実践活動
の在り方に関する調査研究報告書」によれば、幼稚
園や保育所を降園した後の家庭生活で、戸外での外
遊びが多い幼児は21％に留まる一方、室内遊びが多
い幼児は46％とほぼ半数となっている。また、外遊
びをする時間についても、60分未満の幼児が42％と
なっており、戸外で運動遊びをする機会だけでな
く、時間も減少している5)。このような幼児の運動
習慣の現状と課題のなか、文部科学省は2012年に幼
児期運動指針6)を公表している。この指針では、幼
児期から将来にわたる運動習慣の獲得を目指し、幼
児期に多様な動きを経験できるようにすること、毎
日合計60分以上楽しく体を動かすこと、発達の特性
に応じた遊びを提供する必要性が示されている。領
域「健康」の「いろいろな遊びの中で十分に体を動
かす」、「進んで戸外で遊ぶ」といったねらいは、こ
のような幼児の運動習慣の課題が反映されており、
幼稚園教諭養成課程においては、なぜ幼稚園教育の
なかで運動が必要なのかという基本的な根拠の教授
が求められる。
食習慣や食生活に関する記述は、2008年の改訂時
に追加された項目である。近年、「孤食」が社会問
題となっており、⚒～⚖歳の幼児2,623名を対象に
した厚生労働省の2015年乳幼児栄養調査によれば、
朝食を子どもだけで食べる割合が18％となってお
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表⚒ 健康のねらい及び内容
【健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。】
⚑．ねらい
（⚑）明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。
（⚒）自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。
（⚓）健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをもって行動する。
⚒．内容
（⚑）先生や友達と触れ合い、安定感をもって行動する。
（⚒）いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。
（⚓）進んで戸外で遊ぶ。
（⚔）様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。
（⚕）先生や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ。
（⚖）健康な生活のリズムを身に付ける。
（⚗）身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排泄などの生活に必要な活動を自分でする。
（⚘）幼稚園における生活の仕方を知り、自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって行動する。
（⚙）自分の健康に関心をもち、病気の予防などに必要な活動を進んで行う。
（10）危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。
り、共働き世代の増加によって、多忙な朝に家族一
緒に食事をする機会が減少していることを示唆して
いる7)。食事の主たる目的は栄養摂取であるが、重
要なコミュニケーションの場でもある。幼稚園や保
育所での食事は、食事が本来もっている「人と一緒
に食べることを楽しむ」機会を提供できる場であ
り、幼児の食生活を取り巻く背景を理解した上で、
保育者は食事の時間を構成する必要がある。また、
小学生以降の朝食の欠食が問題となっているなか、
朝食を欠食する幼児が⚖％おり7)、乳幼児期からの
対応が必要となっている。
また、健康な生活リズムは、規則的な睡眠習慣の
上に成り立つ。睡眠は食事や運動と相互に影響し合
う生活リズムの基盤である。幼児期における朝食の
欠食については、睡眠習慣との関連性が指摘されて
おり、遅寝遅起きの幼児ほど朝食を欠食する割合が
高い7)。睡眠は生理的な中枢神経活動であり、睡眠・
覚醒行動は恒常性維持機構と体内時計機構の⚒つの
システムによって制御されている。恒常性維持機構
とは、覚醒時間や疲労に応じて、プロスタグランジ
ンD2やアデノシンなどの睡眠物質が脳内に蓄積す
ることで睡眠が誘発・維持される仕組みである8)。
つまり、規則正しい睡眠習慣を確立するためには、
適度な疲労が必要であり、乳幼児の場合、遊びを通
した身体活動による疲労が該当する。身体活動量を
評価する指標として歩数があるが、前橋は日中の歩
数が多い保育園児ほど睡眠時間が長いことを報告し
ており、運動と早寝との関連性を示唆している9)。
養成課程における「領域に関する専門的事項」は、
幼児に対して「何をどのように指導するのか」の
「何を」の部分である。保育内容の指導を行うため
には、指導法の技術だけでなく、指導内容に対する
客観的かつ専門的な知識が必要であり、前述の幼児
期における健康課題について幼稚園教諭自身がその
重要性を理解していなければならない。そのため、
大学の授業では、学問的背景に基づく領域「健康」
についての専門的知識の教授を実施していく必要が
ある。
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表⚓ 「子どもと健康」のシラバス案
科目名：子どもと健康
授業目的：
本講義では、子どもの心と体の健康について理解し、子どもたちが自ら健康で 安全な生活をつく
り出す力を養うために、保育者に必要とされる専門的知識の習得を目的とする。
到達目標：
⚑．幼稚園教育要領及び保育所指針の領域「健康」のねらいと内容を説明できる。
⚒．子どもの運動に関する現状と課題を理解し、健康の観点から指導の在り方を考察できる。
⚓．子どもの生活習慣（食事、排泄、睡眠、更衣、清潔）の特徴を理解し、主体的な健康の保持増
進を促す指導について考察できる。
⚔．感染症予防、事故防止、安全管理の必要性と方法を子どもの発達の観点から説明できる。
授業方法：
講義を通して、子どもの心と体の健康について基礎的な知識を教授すると共に、現代社会における
子どもの健康課題をテーマにグループワークを行い、研究的視点から子どもの健康を理解する。
授業計画：
第⚑回 健康の定義からみた子どもの心と体の健康
第⚒回 幼稚園教育要領及び保育所保育指針の領域「健康」のねらい
第⚓回 幼稚園教育要領及び保育所保育指針の領域「健康」の内容
第⚔回 子どもの運動に関する現状と課題
第⚕回 子どもの遊びと運動能力の発達
第⚖回 子どもの運動意欲を育む環境構成と援助
第⚗回 子どもの生活習慣の理解① 食行動と食習慣の援助
第⚘回 子どもの生活習慣の理解② 睡眠習慣の援助
第⚙回 子どもの病気の特徴と感染症予防
第10回 子どもの事故の特徴と安全教育
第11回 災害への備えと危機管理
第12回 子どもの健康課題に関するグループワーク①
第13回 子どもの健康課題に関するグループワーク②
第14回 グループ発表（模擬保育）と振り返り①
第15回 グループ発表（模擬保育）と振り返り②
Ⅲ．授業の構成
幼稚園教育要領、保育教諭養成課程研究会が提示
したモデルカリキュラム3,10)、及び、これまで著者
が担当してきた保育内容「健康」の授業内容をもと
にシラバス案を検討した。（表⚓）なお、今後必要
となる保育教諭養成の観点から、乳児も健康の対象
に含まれることを考慮し、科目名は「子どもと健康」
とした。また、健康は扱う分野が幅広く、内容が多
岐にわたることから⚒単位15回で設定した。
シラバス案では、第⚑回の授業で健康の定義を理
解すると共に、子どもにとっての健康の意義も併せ
て学習する。第⚒～⚓回では、保育教諭養成の観点
から幼稚園教育要領だけでなく、保育所保育指針も
含めた領域「健康」のねらいと内容を授業で説明し、
幼児教育・保育の基幹となる指針について学ぶ。第
⚔～⚖回にかけては、子どもの運動について学習
し、子どもを取り巻く現状と課題を理解した上で、
粗大運動・微細運動の発達と運動遊びの関連性、主
体的な運動遊びにつなげる環境構成を学ぶ。第⚗～
⚘回は生活行動に着目し、食行動や睡眠習慣などの
基本的生活習慣の確立と援助について学ぶ。第⚙
～11回は、感染症予防、事故防止、安全管理の必要
性を子どもの発達の観点から学ぶ。第12～15回はア
クティブ・ラーニングの視点を取り入れ、グループ
で現代社会における乳幼児の健康課題をテーマに文
献調査を行い、課題に対する解決策を模索する。ま
た、保育内容の指導法への連続性を考慮し、園での
健康教育を想定した保健だよりの作成と模擬保育を
実施し、能動的学習を促す。（図⚑） 幼稚園教育要
領及び保育所指針を基準に、系統的に授業計画を構
成することで、検討したシラバス案は「領域に関す
る専門的事項」に十分対応できると考える。
Ⅳ．今後の課題
「領域に関する専門的事項」は「保育内容の指導
法」との連続性を考慮して構成されなければならな
い。専門的事項の授業展開をもとに、今後、指導法
の授業内容についても検討していく必要がある。
また、2012年に子ども・子育て関連⚓法が成立し、
2015年度から幼保連携型認定こども園が設置され、
幼児教育と保育を一体的に提供する施設が増えつつ
ある。昨今の女性の社会進出と共働き世帯の増加に
より、今後、この流れは一層加速すると考えられる。
そのため、幼稚園教諭は、保育者としての乳幼児の
養護の視点も涵養する必要がある。保育所保育指針
では、発達の特性を考慮し、⚕領域は⚓歳児以上で
設定されている。保育所保育指針における領域「健
康」のねらいと内容は、幼稚園教育要領と重なる部
分が多く、統一性を持たせた内容となっている。一
方、⚓歳未満児では養護が中心であり、養護に関わ
るねらいと内容が示されているが、領域「健康」と
関連する項目も多い。今後、保育者が養護と教育を
一体的に実施していくことの重要性を考え、「領域
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図⚑ 学生が作成した「保健だより」例
に関する専門的事項」及び「保育内容の指導法」に
ついては、保育士養成の授業科目とも関連させなが
ら、カリキュラムの構築を検討していく必要があ
る。
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